リヒトホーフェン先生と其の著述 by 下田 礼佐
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
先
生
と
其
の
著
述
下
田
禮
佐
　
佐
′
ポ
ー
ツ
　
マ
ス
日
露
講
和
條
約
調
印
の
日
を
距
る
一
個
月
徐
一
九
〇
五
年
十
月
六
日
、
賂
星
西
に
隕
つ
。
碩
学
リ
ヒ
ト
ホ
ー
プ
ェ
・
ソ
先
生
路
に
起
た
ず
、
爾
水
星
霜
将
に
二
旬
、
先
生
の
支
那
旅
行
は
巳
に
寧
世
紀
の
過
去
に
柳
る
。
然
し
支
那
の
地
理
撃
、
地
境
撃
の
掟
究
者
ビ
し
て
、
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
さ
し
て
先
生
は
永
久
に
光
を
放
っ
て
居
る
。
先
生
の
後
、
支
那
の
科
学
的
探
究
を
隼
し
た
る
も
の
、
洪
牙
利
貴
族
ベ
ラ
・
ジ
ェ
チ
ニ
ー
伯
の
一
行
（
中
に
も
其
の
地
質
家
さ
し
て
報
告
籍
二
巻
を
書
い
た
ロ
ー
チ
ー
氏
の
功
が
著
し
い
一
米
国
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
研
究
所
か
ら
派
遣
受
れ
た
ウ
ィ
リ
ス
氏
一
行
魂
が
東
京
地
理
畢
協
合
0
探
検
が
あ
る
。
支
那
の
地
理
、
地
質
は
粒
の
四
回
の
探
究
で
略
開
明
さ
れ
た
静
で
あ
る
。
先
生
は
賓
に
其
の
先
駆
ビ
し
て
、
指
針
だ
し
て
、
基
礎
建
設
者
と
し
て
籍
一
の
功
労
者
で
あ
る
。
況
ん
や
先
生
は
明
治
前
後
．
に
日
本
に
も
殊
と
長
崎
に
遊
び
、
漁
泉
岳
に
登
た
こ
だ
が
あ
る
．
今
先
生
を
傭
す
る
も
、
決
し
て
徒
ら
に
古
き
を
温
む
る
も
の
で
あ
る
ま
い
。
一
　
先
生
の
経
歴
り
七
十
ホ
ー
プ
エ
ン
先
企
、
一
三
一
商
業
さ
経
済
一
一一
男
傍
プ
ヱ
Y
ヂ
ナ
ジ
ド
・
7
・ず
Y
-
Y
ヒ
ト
ホ
l
プ
ェ
ン
先
生
(
司
。
丘
一
B
E
u
P
0
5
2円
〈
O
ロ
尽
の
]
7
任
。
円
。
ロ
)
は
、
一
八
三
三
年
五
月
五
目
、
普
魯
西
γ
V
ジ
ア
州
の
小
市
カ
1
Y
久
Y
I
エ(プ
V 
久
-
プ
ウ
ノ
の
束
南
)
に
生
れ
た
。
y
は
、
濁
逸
加
特
カ
敦
信
侶
の
領
袖
で
あ
る
。
家
は
代
々
名
家
で
、
先
生
の
兄
、
ヵ
I
Y
-
プ
す
先
生
は
幼
少
の
時
か
ら
自
然
観
察
に
興
味
な
ン
-
Y
ヒ
ト
ホ
1
7
ェ
有
し
殊
に
地
質
的
学
を
好
み
、
屡
々
友
人
ご
ジ
レ
ジ
ア
の
山
中
じ
休
日
を
渇
し
、
絡
に
は
ア
Y
プ
メ
な
越
え
て
ア
ド
y
ア
じ
出
て
、
長
時
日
の
後
師
宅
し
て
父
母
教
師
を
驚
か
し
た
E
が
ゐ
る
。
一
入
五
O
年
.
十
八
歳
で
プ
V
ス
ラ
ク
大
月
十
に
入
っ
た
。
此
白
地
で
は
プ
シ
ゼ
ン
の
化
mT
講
義
、
に
や
冶
興
味
を
惹
い
た
が
、
其
の
他
は
あ
ま
b
面
白
く
な
か
っ
た
ご
云
ふ
。
友
人
は
数
墜
を
や
る
慌
に
薦
め
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
後
先
生
は
是
迄
の
'
方
針
が
決
ま
っ
て
居
た
の
を
知
て
、
二
十
歳
の
時
伯
林
大
卒
に
時
じ
た
。
者
カ
l
y
y
y
-
7
Y
の
講
義
そ
聴
い
た
。 此
庭
で
は
物
理
卒
者
マ
グ
ヌ
ス
、
及
び
有
名
な
地
理
平
殊
に
y
y
-プ
Y
の
講
義
に
は
熱
心
に
傾
聴
し
.
回
程
茶
の
私
第
を
訪
れ
た
こ
さ
も
あ
る
。
静
岡
時
の
老
大
家
ァ
ν
キ
+
ノ
シ
ダ
1
・
プ
す
y
・
ア
ン
ポ
Y
ト
(
ナ
ポ
V
オ
ジ
時
代
か
ら
宥
名
な
大
地
理
卒
者
)
じ
は
痛
く
私
淑
し
て
居
た
が
、
個
人
的
の
関
係
は
な
か
っ
た
。
静
岡
時
先
生
の
賂
来
じ
濁
し
大
関
係
を
有
し
た
の
は
蕗
西
亜
の
亜
細
車
卒
者
セ
メ
ノ
プ
氏
ε
知
合
に
な
っ
た
v
と
で
あ
る
。
一
入
五
六
年
、
二
十
四
歳
の
時
間
取
珍
岩
(己
o
F
1
q
g
)
じ
関
す
る
論
文
を
提
出
し
て
ド
ク
ト
Y
J
こ
な
っ
た
。
此
に
氏
の
生
涯
を
遇
税
す
る
さ
明
か
に
三
時
期
が
劃
さ
れ
る
。
I 
一
入
六
O
年
迄
早
生
及
び
修
養
時
代
11 
)
八
六
O
l
-
-
七
二
年
旅
行
時
代
1JI 
一
入
七
二
l
j
一
九
O
五
年
大
成
時
代
地
理
卒
者
ご
し
て
の
先
生
の
面
白
を
後
押
し
五
(
の
事
業
を
完
成
し
た
の
は
大
成
時
代
で
あ
る
o
倍
、
先
生
は
ド
グ
ト
Y
ど
な
る
や
、
結
晶
約
の
地
質
調
査
所
員
ざ
な
り
、
ァ
Y
プ
ス
地
方
の
地
質
調
交
に
従
事
し
、
市
チ
ロ
l
y
、
ブ
す
ア・ア
l
Y
ぺ
Y
グ
、
カ
Y
バ
1
-
プ
ン
等
を
調
査
し
ア」
O
ふ
i
宮
崎
二
十
徐
滋
の
一
青
年
地
質
亭
者
た
る
先
生
は
、
其
の
天
才
的
視
察
カ
ゾ
」
大
路
で
正
旅
な
科
卒
的
結
論
さ
に
よ
り
、
早
芥
の
鷲
兵
ざ
な
っ
た
こ
ご
が
少
く
な
い
。
山
首
時
先
生
の
唱
へ
た
仮
設
が
後
日
正
舷
な
科
卒
的
研
究
じ
よ
り
て
真
理
ε
認
め
ら
れ
た
こ
さ
が
少
く
な
い
M
O
例
へ
ば
(
一
)
瑞
西
ポ
1
デ
ジ
湖
東
南
の
プ
レ
ー
グ
ネ
y
・7
Y
ド
を
調
査
し
.
之
が
ア
グ
ベ
ジ
ツ
工E
Y
石
灰
岩
ァ
Y
プ
ユ
ご
密
接
な
関
係
あ
る
こ
ご
を
指
摘
し
た
こ
さ
。
(
二
)
-
フ
イ
ン
河
谷
の
総
.
か
純
々
の
貼
に
於
て
椛
訟
を
具
に
せ
る
束
西
ア
Y
プ
λ
の
境
界
線
た
る
こ
芯
を
唱
へ
た
甲
』
J
1
」
O
(
三
)
チ
ロ
I
Y
南
部
の
プ
V
グ
y
ツ
・
ず
1
地
方
の
地
質
構
遣
を
調
査
し
て
斑
山
石
室
地
可，‘
H
U
下
中
山
1
フ
エ
シ
先
生
一一一一
商
業
さ
経
抑
一
三
四
特
有
の
地
形
な
明
か
に
し
た
こ
で
。
(
四
)
市
チ
τz 
Y
の
白
雲
山
石
の
山
を
調
を
し
.
此
の
白
雲
岩
が
元
は
珊
瑚
礁
で
、
之
は
ア
Y
プ
ス
の
他
の
三
塁
系
が
後
述
す
る
問
に
特
有
の
形
式
で
後
育
し
た
も
の
で
あ
る
ご
し
た
こ
定
等
で
あ
る
。
中
に
も
市
チ
ヨ
Y
の
白
雲
山
石
が
一
克
珊
瑚
質
じ
詮
明
さ
れ
た
が
、
其
一
冗
は
一
青
年
卒
者
の
ρ
イ
ポ
セ 付
ノ
(
E
B・〈
OD
足。〕
ω
一切
O〈一
g)
氏
に
白
て
硲
ジ
ス
仁
出
後
し
允
の
で
あ
る
。
礁
で
あ
る
さ
一
エ
ム
大
除
な
設
は
、
後
日
モ
イ
ジ
y
グ
イ
倫
ほ
先
生
は
カ
Y
バ
1
-
ア
ジ
で
は
、
立
(
の
内
側
殊
に
ジ
1
-J 、
y
プ
コ.
Y
グ
y
(
ト
ラ
シ
γ 
ノV
ず
ニ
ア
)
の
粗
商
岩
山
脈
を
研
究
し
其
の
特
有
の
合
金
格
を
識
別
し
、
之
を
以
て
後
年
の
火
山
山
石
時
代
別
に
関
す
る
先
生
の
設
の
基
礎
を
作
っ
た
。
官
時
の
先
生
の
研
究
は
次
の
諸
舎
に
'
永
り
4
h
v
o
のめ
omDO民
R
r
o
出
。
ωの
r
R
F
Cロ
閃
門
H
q
d
g
mの
σ
E
H小
川
〈
Oロ
町
H.0己
mHNNC(
同
∞
。
。
、
の
2HM
H)
・
り
目
。
内
MHF巳
勺
op
〈
Oロ
ぐ
0
5ユ
σのお
c
E
Z
o三円一円
O](
宮
〕
与
号
・
門
凶
R
Hハ・閃・
m
g
-
o
m
u
n
t
o
問。目。
r
S
E
E
F
H
∞M
U
)
・
∞
宮
門
日
目
。
ロ
さ
ω
門目。ロ
ロ
m
R
-
|盟
各
8
5門
的
・
ベ
3
各
三
m
o
E
日一
g
(
H
g
o
)
・
一
時
期
を
劃
し
た
年
で
あ
る
。
及
び
関
税
同
盟
に
加
入
せ
る
濁
逸
諮
問
の
匁
に
、
通
商
倹
約
締
結
特
振
を
椋
大
使
ご
し
て
、
ォ
一
入
六
O
年
は
碩
阜
の
生
涯
じ
比
年
強
日
魯
西
王
は
普
悶
イ
ν 
ン
守-
d、
Y
ヒ
伯
欝
(
明
円
一
色
ユ
の
げ
の
g
r
c
H
W己
2
σ
2
m
)
を
東
洋
に
一
淑
泣
し
た
。
珠
て
セ
メ
ノ
ブ
氏
ε
交
っ
て
亜
細
亜
研
究
に
興
味
を
有
せ
る
先
生
は
、
大
使
秘
書
官
ざ
し
て
一
行
に
加
は
り
、
業
の
地
質
技
師
ざ
な
っ
た
。
五
月
一
行
は
軍
艦
四
隻
を
以
て
本
因
を
出
殺
し
た
。
途
中
錫
闘
で
-
Y
-
ア
タ
イ
ト
(
紅
土
)
を
研
先
し
、
英
の
成
因
じ
就
き
従
来
行
は
れ
た
設
に
反
濁
し
て
、
之
は
熱
幣
に
炭
く
分
布
せ
る
も
の
で
‘
も
ご
は
各
種
岩
石
の
鼠
化
成
生
し
た
も
の
、
錫
蔚
で
は
片
山
跡
山
石
が
分
解
し
て
成
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
郎
も
次
の
成
因
に
は
熱
帯
特
有
の
気
候
が
重
要
な
役
目
な
抗
争
る
ご
一
玄
ふ
設
な
出
し
た
。
香
港
.
上
海
に
滞
在
す
る
こ
さ
五
個
月
で
、
先
づ
日
本
に
至
る
。
時
は
桜
田
事
件
の
あ
っ
た
お
延
元
年
で
、
日
本
は
上
下
大
混
雑
の
際
で
あ
る
。
一
行
は
長
崎
か
ら
横
波
伝
/
経
て
江
戸
に
入
っ
た
が
、
江
戸
で
は
通
誇
官
米
人
ヒ
ュ
ス
ケ
ン
が
一
行
の
賂
宜
・
前
見
の
蹄
念
じ
.
挟
夷
紫
仁
義
殺
さ
れ
た
や
う
な
椿
事
も
あ
っ
た
が
、
無
事
係
約
ぞ
締
結
し
て
-
一
入
ム
ハ
一
年
支
那
に
引
揚
げ
た
。
静
岡
時
の
先
生
の
論
文
の
は
吋
の
R
2
M
gロ
H
H
J
の
omSH
是正日
5]rHEro口
5
m
g
L
∞G
N
・
に
「
九
州
島
の
地
質
」
(
己
目
。
の
8
-
o
m
r
ι
2
F
E
o
-
E
5
…p)
ざ
し
然
し
居
留
地
外
一
歩
も
出
る
こ
さ
の
出
来
な
い
頃
で
あ
る
か
ら
、
静
岡
時
の
閑
人
、
蕊
で
あ
る
。
に
閥
的
学
者
柴
亮
海
の
記
事
を
一
冗
ご
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
じ
支
那
は
官
民
妥
M
M
が
狛
獄
を
極
め
、
又
英
仰
聯
合
軍
の
北
京
攻
陥
事
件
(
一
八
六
O
年
)
が
あ
っ
た
り
し
て
、
活
商
開
始
談
剣
が
進
捗
し
な
い
の
で
、
大
使
一
行
の
北
京
、
天
津
滞
在
中
、
先
生
官
リ
レ
じ
ト
す
I
フ
エ
シ
先
生
一
三
五
商
業
さ
路
間
引
一
三
六
は
笠
・
艦
-
ア
ヂ
ス
放
で
、
卒
一
潟
、
比
作
安
、
セ
レ
ペ
ス
、
瓜
睦
を
放
行
し
た
。
立
(
の
報
告
は
、
先
生
の
支
那
旅
行
中
、
上
海
の
倉
庫
に
托
し
で
盗
ま
れ
て
大
部
分
喪
失
し
た
。
一
部
分
は
伯
林
の
濁
逸
地
質
皐
雑
誌
、
一
入
六
二
年
の
ぺ
1
-
7
Y
マ
シ
地
理
皐
報
告
に
あ
る
o
其
の
旅
行
中
に
出
し
た
は
ず
一
誌
の
主
な
る
も
の
は
比
体
安
に
於
け
る
貨
幣
石
(
Z
C
E
E
C
-
一5
第
三
紀
新
世
の
標
準
化
石
で
、
我
が
闘
に
は
小
笠
原
島
に
出
る
)
の
分
布
に
閲
す
る
も
の
で
あ
る
コ
一
入
六
一
年
十
u
一
月
瓜
吐
か
ら
新
嘉
数
を
経
て
迩
殺
の
磐
谷
に
到
若
し
、
翌
月
比
彪
で
大
伎
の
一
行
ご
合
し
た
。
氾
羅
で
は
小
舟
で
退
問
料
滋
沿
岸
を
採
り
、
夏
に
一
入
六
二
年
一
月
.
大
伎
の
一
行
ご
混
羅
の
沼
郡
、
ア
ユ
チ
ア
及
び
プ
ラ
バ
y
ト
に
旅
行
し
、
二
月
十
六
日
、
大
使
一
行
さ
別
れ
、
一
行
は
之
か
ら
本
闘
に
師
還
し
た
が
、
先
生
は
、
秒
間
時
欧
人
未
踏
の
三
塔
峠
(
巴
ω
己
R
]
[
)
円
の
山
H
M
糾
問
。
己
O
ロ
)
を
越
え
て
.
終
谷
よ
り
カ
ク
プ
y
を
経
て
、
四
十
三
日
間
‘
叢
林
、
沼
深
の
山
路
を
は.一
先
生
の
設
に
よ
れ
ば
、
此
の
三
塔
峠
附
廷
の
石
灰
岩
高
原
で
.
此
の
泣
は
メ
Y
グ
イ
の
北
方
に
走
る
山
脈
中
の
低
窪
地
で
、
市
々
来
践
沙
し
て
紹
句
の
モ
Y
メ
Y
(
ζ
o
-
5
2
)
に
出
た
。
よ
り
北
々
西
に
走
る
、
一
附
側
の
山
脈
も
之
ご
一
致
す
る
。
此
附
廷
の
西
部
迩
羅
の
山
脈
は
多
く
石
灰
及
び
砂
岩
よ
り
成
る
ご
一
式
ふ
o
J
t
y
メ
シ
か
ら
海
路
カ
Y
カ
w
ノ
タ
に
出
た
。
Ji:b 
ES 
で
先
生
は
印
反
大
総
針
エ
Y
ジ
シ
卿
の
補
助
を
得
て
カ
ジ
ュ
、
l
y
か
ら
蕗
飯
亜
細
亜
、
来
土
耳
機
新
坦
を
経
て
熔
什
鴎
爾
に
出
ゃ
う
ざ
し
た
が
、
時
恰
も
ヤ
ク
ー
プ
・
ペ
ク
グ
濁
立
前
で
、
際
什
賂
爾
回
数
徒
不
穏
の
報
に
接
し
て
中
止
し
た
。
克
に
泉
龍
江
口
か
ら
西
上
し
て
、
西
比
利
亜
、
控
訴
古
蹟
芥
地
方
の
全
地
域
を
踏
査
し
天
山
に
出
ゃ
う
ざ
し
た
が
、
香
港
に
到
着
す
る
や
、
前
に
、
比
年
(
一
入
六
二
年
)
の
最
後
の
使
舶
が
-
一
コ
ラ
イ
エ
プ
ス
ク
港
に
向
け
出
後
し
た
の
で
之
も
中
止
し
た
。
然
し
官
時
長
髪
賊
の
乱
が
倫
犯
獄
で
支
那
放
行
は
危
険
な
の
で
怠
を
決
し
て
新
世
界
に
渡
航
す
る
こ
さ
〉
し
、
机
般
で
桑
港
に
至
り
、
之
か
ら
ア
リ
ェ
ー
ジ
ヤ
ジ
、
千
島
、
勘
察
加
方
面
を
も
研
究
し
ゃ
う
ご
し
た
。
之
か
ら
一
入
六
入
年
ま
で
カ
y
プ
す
Y
ニ
ア
‘
γ
-町、
一、---
沼
山
山
脈
格
迩
の
研
究
。 先
生
の
亜
来
利
加
、
滞
在
時
代
の
主
な
る
研
究
は
是
は
あ
ま
り
会
に
さ
れ
な
い
で
移
っ
た
。
ヱ
ラ
・
ネ
ザ
グ
を
研
究
し
た
。
-、一一、、ー"
火
山
岩
成
生
版
序
の
研
究
。
先
生
は
以
前
の
ク
l
ぺ
γ
プ
ユ
Y
グ
シ
に
於
け
る
研
究
を
基
礎
ざ
し
て
，
火
山
岩
噴
出
の
順
序
伝
定
め
、
火
山
岩
さ
、
火
山
去
が
破
れ
て
噴
出
し
た
其
の
元
じ
な
っ
た
地
目
的
、
岩
石
ど
の
関
係
、
地
殻
の
運
動
ご
内
部
さ
の
関
係
等
じ
闘
し
多
く
の
新
設
を
後
表
し
た
。
其
中
殊
に
新
噴
出
岩
成
生
時
代
じ
関
す
る
研
究
は
苧
界
に
文
献
し
た
所
が
多
い
。
カ
η
ノ
ア
す
Y
ニ
ア
の
金
の
研
究
。
先
生
は
粗
面
岩
の
研
究
か
ら
金
の
研
究
に
入
つ
官
リ
也
子
ホ
I
フ
ヱ
シ
先
生
一
三
七
商
業
さ
経
弱
一
三
八
?」
υ
ふ
i
蓋
し
加
洲
の
粗
面
岩
は
、
ジ
1
ペ
シ
プ
ュ
Y
グ
シ
の
緑
色
粗
面
岩
さ
同
様
に
金
を
伶
つ
て
居
る
。
そ
こ
で
一
入
六
O
年
か
ら
無
償
依
ご
し
て
棄
て
ら
れ
た
有
名
な
金
鎖
コ
ム
ス
ト
y 
ク
ロ
ー
ド
(
n
o
g
gの
r
H
O号
、
不
ず
1
グ
州
)
を
調
査
し
て
、
古
い
閃
総
山
石
さ
新
し
い
粗
面
岩
ぜ
の
総
じ
金
を
合
む
石
英
脈
を
後
見
し
.
賂
来
之
を
採
掘
稼
行
す
べ
き
こ
ど
を
勧
告
し
た
。
鉱月
山
業
者
は
先
生
の
指
導
じ
従
っ
て
採
掘
し
て
来
し
て
E
誌
の
宮
を
獲
た
。
論
文
ご
し
て
岱
時
後
表
し
た
も
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
ο
口
町
足
。
E
f
s
p
r
z
g
Mハ
o
E
F
E
r
g
-
(
H
∞
OMUM-ぬけ
2
5
B見
切
。。
o 
C/q 
炉t
>;::J 
』詞
H ・
F十
「十
‘~ o 
H ・
ト... 
C 
ロ
C/q 
o 
、-
吋
門
戸
。
z
m
W
E
B
-
m
3
5
2
0町
〈
o
-
g
Eの
問
。
の
-a-(ω
ロ
ロ
町
門
戸
口
の
一
ω
の
O
U
同
∞
ミ
)
・
吋日戸
ο
の
O
B
ω
門
O
の
r
H
L
O
門H
0
・
(
印
門
戸
戸
町
門
戸
口
の
{
ω
O
O
H
∞
G
M
)
先
生
は
滞
米
巳
に
数
年
、
而
も
此
地
方
は
巳
に
米
岡
地
質
皐
者
ホ
イ
ト
ー
ー
教
授
つ
三
戸
山
g
q
)
指
導
の
下
に
有
力
な
事
者
の
で
.
一
入
六
七
年
大
晦
日
の
夜
、
ホ
イ
ト
ニ
一
図
が
研
究
し
て
、
比
較
的
技
何
を
掠
ふ
徐
地
が
な
か
っ
た
の
ー
教
授
さ
議
し
、
支
那
が
古
い
文
化
、
笠
宮
な
産
物
、
E
億
の
人
口
を
擁
し
、
且
つ
世
界
交
通
上
重
要
な
位
置
を
占
な
る
に
拘
ら
子
、
殆
吉
永
打
科
卒
的
に
紹
介
さ
れ
な
い
の
で
、
此
の
大
地
域
の
探
究
が
、
科
卒
的
に
も
宜
際
的
じ
も
世
に
貢
献
す
る
こ
芝
大
な
る
を
思
ひ
.
此
に
支
那
研
究
に
会
カ
を
議
す
の
決
意
を
回
め
た
。
蓋
し
之
よ
り
先
き
プ
-
フ
キ
只
ト
y
、
殊
に
バ
ム
ペ
リ
ノ
!
の
探
検
が
あ
る
が
、
主
ご
し
て
支
那
の
一
部
営
水
路
で
族
行
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
以
て
蛍
時
支
那
旅
行
の
絡
調
不
能
じ
ゐ
ら
玄
る
を
想
像
し
待
た
か
ら
で
あ
る
。
ヅ
ヤ
パ
ン
一
入
六
入
年
入
月
三
日
、
加
州
腕
開
業
家
の
資
本
的
援
助
を
得
て
、
汽
舶
日
本
競
で
記
念
す
べ
?」
O
ふ
i き
支
那
放
行
の
注
じ
若
く
ぺ
〈
、
桑
港
の
埠
頭
を
儲
附
し
た
。
告
1
グ
プ
ヅ
フ
其
の
戚
想
は
日
記
で
窺
は
れ
る
。
月
の
廿
六
日
再
び
様
演
に
着
い
在
、
ジ
ミ
キ
h
b
h
・
~3こ
リ
き
コ
ア
』
O
羽
信
号
H
U
レド
4
ヲ
ペ
z
l
夜開
U
J
a
ふ
i
然
し
良
く
愛
っ
た
の
で
は
な
い
。
も
少
く
凡
て
が
ら
ん
ご
し
て
少
し
も
欧
洲
文
明
に
鰯
れ
な
か
っ
た
。
一
入
六
一
、
二
年
の
冬
は
家
ム
ー
で
は
著
し
く
欧
洲
風
の
市
街
が
後
述
し
た
。
然
し
会
は
未
た
如
斯
劣
悪
な
新
市
街
を
見
た
こ
ご
が
な
い
」
。
一
見
じ
其
の
次
じ
は
ひ
J
ご
く
こ
き
下
し
て
口
町
山
門
戸
ωmgω
一三
g
m
g
(ご内
5
2
5
5丘
〈
0
5一口
mgωrz
ロ
円。門
P
]】
A
U
P
間口
om}{の
t
m口
」
て
」
「
ぷ
ロ
r
o
]
ロ
三
一
式
ひ
克
巳
.
人
ー
は
暑
い
上
に
町
幅
が
狭
い
か
ら
風
逃
し
惑
く
、
商
人
は
少
く
且
つ
物
僚
が
高
く
、
コ
ッ
プ
四
杯
の
酒
が
四
弗
で
あ
る
。
氷
も
な
く
、
一
公
図
も
な
い
」
開
港
早
々
の
椋
涜
を
如
買
に
記
し
て
あ
る
で
は
な
レ
か
。
時
は
明
治
元
年
で
、
江
戸
明
波
し
、
奥
州
征
伐
等
の
あ
っ
た
時
で
あ
る
か
ら
、
先
生
は
英
の
日
記
に
幕
府
の
倒
壊
、
朝
慕
の
守
等
w，
じ
ト
ホ
1
フ
エ
シ
先
企
一
三
九
商
業
さ
経
済
一四
O
を
叙
し
、
更
に
入
月
サ
入
日
コ
メ
タ
・
リ
ノ
カ
鋭
さ
一
エ
ム
古
汽
般
で
桜
島
討
を
出
帆
す
る
時
、
江
戸
か
ら
避
難
腕
郷
す
る
或
大
名
が
家
族
、
従
者
ご
並
〈
じ
同
般
し
、
備
後
鞠
港
で
下
燥
し
た
こ
さ
、
瓶
戸
内
海
の
風
景
、
地
質
な
ー
と
を
も
記
し
て
居
る
。
九
月
五
日
上
海
に
者
き
、
業
③
廿
九
日
北
京
に
至
h
ノ
、
総
理
街
門
か
ら
一
年
間
有
効
の
旅
行
兎
紋
を
符
、
十
月
北
京
を
出
後
し
た
。
先
生
は
、
先
づ
海
岸
諸
省
及
び
楊
子
江
下
流
地
方
が
入
り
易
く
、
且
つ
石
炭
其
の
他
の
経
済
資
源
も
欧
洲
人
に
利
用
し
易
い
の
で
、
先
づ
之
よ
り
始
め
る
こ
さ
、
し
、
途
中
芝
宋
で
、
十
月
廿
四
日
か
ら
廿
入
日
ま
で
登
州
府
の
地
質
調
査
を
途
げ
上
海
じ
煽
っ
た
。
一
入
六
入
1
1
1
一
入
六
二
年
の
先
生
の
七
回
に
亙
る
支
邦
旅
行
は
、
支
邦
本
部
十
入
省
中
の
十
三
省
に
跨
が
り
、
倫
市
部
洲
内
家
ー
百
に
及
び
、
バ
ム
ぺ
η
ノ
1
氏
の
泣
く
及
ば
ゴ
る
庭
で
あ
る。
旅
行
の
放
況
は
其
の
報
告
さ
見
る
べ
き
の
E
g
u
出
P
E
L
L
F
H
H
H
U
B
S
L
H〈
u
〈
は
化
石
四
ナ
)
吋
mwmot出
(
M
U
R
E
-
ω
(い
}
]
山
口
mHU
日
H
o
g
g
m
o問
。
σoロ
〈
OH
吋
-omωopNHwhHO口
広
0
・
Hiぬ
け
s
a
g
s
o
m
r
m
g
m
r
p
一nrmHBゲ
O円
え
の
O
B
5
2
R
・
等
に
あ
る
。
江
蘇
、
前
江
一
入
六
入
年
十
月
一
日
上
海
出
後
長
γ
波
‘
舟
山
列
島
を
巡
り
、
大
迩
河
を
航
し
て
、
杭
州
.
大
湖
.
銭
江
、
市
京
を
籾
察
し
.
十
二
月
廿
五
日
に
上
海
に
師
っ
た
。
是
は
試
験
的
族
行
で
あ
る
。
揚
子
江
下
流
地
方
上
海
、
漢
口
問
、
六
百
哩
の
揚
子
江
流
域
の
研
究
で
あ
る
。
業
向
度
上
陸
し
て
質
地
踏
査
一
入
六
九
年
一
月
七
日
に
上
海
を
出
て
、
二
月
二
十
一
日
じ
踊
っ
た
。
。
ぜ
な
し
、
始
め
て
支
邦
じ
於
け
る
石
炭
の
存
在
及
び
地
居
の
版
序
を
知
っ
た
。
山
束
、
商
満
洲
一
入
六
九
年
三
月
十
三
日
上
況
を
出
で
、
銭
江
か
ら
大
迩
河
を
北
上
し
、
‘
活
安
河
か
ら
陸
路
を
さ
り
、
山
東
省
祈
州
府
の
炭
田
を
調
査
し
.
一
見
じ
山
東
各
地
を
親
て
、
山
東
の
山
地
を
作
る
岩
石
の
大
部
分
が
志
留
利
亜
紀
暦
に
属
す
る
こ
さ
を
知
り
‘
四
月
七
日
に
は
五
月
二
十
一
日
笹
口
に
渡
航
し
.
泣
来
宇
島
の
西
洋
に
そ
ひ
、
五
湖
燐
炭
田
守
訪
ね
‘
来
行
し
て
、
遼
東
竿
島
の
基
磐
地
問
問
な
研
究
済
市
に
入
り
、
次
に
博
山
山
灰
田
を
調
査
し
て
芝
宋
に
出
た
。
し
、
太
孤
山
よ
b
高
一
成
門
じ
至
り
、
此
迭
で
多
く
の
小
山
氏
田
を
調
査
し
、
六
月
二
十
一
日
中
一
本
・
天
に
至
hJ.
之
よ
b
北
京
じ
行
く
、
途
中
、
石
門
一
審
及
び
開
平
茨
坑
を
踏
査
し
、
七
月
十
九
日
北
京
に
着
、
ァ
」
O
B
U
み
i
四郎
高
卒
炭
田
を
税
‘
此
白
地
で
多
く
の
二
些
紹
化
石
を
得
、
景
徳
鎮
陶
器
製
活
所
を
訪
ひ
‘
陶
土
を
研
江
西
詩!t
江
前
に
は
低
水
の
時
に
親
た
郁
陽
湖
在
比
反
は
増
水
の
時
に
訪
ひ
、
江
西
省
先
し
、
安
江
を
下
っ
て
踊
る
。
五
?
、
了
、
、
羽
川
』
j
，
H
H
7
レレ
J
H
J
4
3
Jリ戸町、
AL
か
ド
H
B
ヌ
詰
4日
誌
4
和
4
U
，H
E
4
H
士一不
一
入
七
O
年
の
一
月
一
日
、
般
で
炭
来
を
出
援
し
、
北
リ
じ
ト
ホ
l
フ
エ
ン
先
生
四
商
業
主
経
持
四
江
を
計
り
、
Y
イ
河
(
ピ
一
)
の
昨
に
あ
る
炎
mef
調
ぺ
、
多
く
の
植
物
化
石
を
採
集
し
た
が
、
地
方
支
那
人
の
外
人
に
謝
す
る
人
気
悪
〈
、
由
て
直
に
北
上
し
て
洞
庭
湖
に
出
て
、
普
〈
漢
口
に
滞
何
回
匂
ア
」
O
司副
m
山
半
i
品
仰
の
迭
は
未
だ
欧
洲
人
向
学
者
の
訪
ふ
た
者
は
な
い
。
之
か
ら
渓
水
を
計
り
、
焚
城
を
経
て
河
南
府
に
出
、
で
ニ
〉
に
昆
荷
山
系
の
束
部
な
北
支
邦
の
地
表
を
厚
く
覆
ふ
万四叫
1υ
こ
J
U
£
f
十
d
黄
土
(
円
。
oa)
は
此
の
透
か
ら
始
ま
る
。
し
、
後
に
家
古
視
察
の
際
じ
其
の
成
因
を
完
全
に
つ
き
留
め
得
た
の
で
あ
る
。
黄
土
は
前
に
山
東
で
も
現
た
が
比
彪
で
十
分
研
究
河
南
府
か
ら
黄
河
を
渡
れ
ば
北
に
山
西
の
高
原
が
あ
る
。
其
の
は
燃
は
久
し
く
大
行
山
脈
ざ
し
て
知
ら
れ
て
居
る
。
共
の
南
麓
に
懐
庭
府
が
あ
っ
て
附
近
に
は
炭
田
が
あ
る
。
然
し
高
原
の
ト
一
に
は
大
な
る
無
煙
炭
田
が
あ
る
。
附
近
に
は
亦
銭
の
工
業
が
行
は
れ
て
居
る
。
先
生
は
懐
庭
、
府
か
ら
直
に
約
六
百
尺
程
高
く
卓
立
す
る
高
原
上
に
登
り
、
扮
水
の
谷
を
越
え
、
平
防
府
か
ら
太
原
府
に
出
た
。
比
庭
で
も
別
の
炭
田
を
後
見
し
た
。
太
原
の
東
方
で
又
も
無
煙
炭
田
を
後
見
し
た
。
比
彪
で
も
鍛
工
業
の
行
は
れ
る
の
を
見
た
。
之
か
ら
底
隷
の
大
平
原
に
下
り
、
商
業
市
獲
脱
線
を
視
察
し
、
一
入
七
O
年
五
月
末
三
皮
北
京
に
入
っ
た
。
日
天
津
に
欧
人
虐
殺
事
件
あ
り
、
支
那
族
行
は
危
険
な
の
で
、
入
月
十
九
日
上
海
を
出
て
二
十
比
の
年
六
月
二
十
七
日
に
椋
演
に
着
い
た
。
日
本
技
行
先
生
は
三
反
日
本
に
来
た
ο
蛍
時
公
使
館
員
以
外
の
旅
行
は
政
府
の
許
可
を
要
す
る
の
で
茶
の
間
に
官
士
登
山
令
官
な
し
た
が
、
普
仰
開
戦
の
報
に
接
し
て
続
演
に
踊
っ
た
。
然
し
政
府
さ
の
談
剣
が
進
捗
し
な
い
の
で
、
日
本
政
府
の
忽
め
鎖
山
調
査
を
す
る
さ
一
式
ふ
俊
件
で
十
二
月
竿
に
詐
可
を
得
た
。
時
恰
も
冬
な
の
で
南
日
本
の
暖
地
宇
佐
旅
行
す
る
甲
}
ご
》
し
、
来
山
泣
か
ら
見
張
に
出
で
一
月
二
十
八
日
大
阪
に
着
い
た
Q
之
か
ら
三
月
六
日
ま
で
専
ら
九
州
を
調
査
し
た
。
山
に
登
久
九
州
山
脈
を
横
断
し
て
熊
本
に
出
で
た
が
、
地
方
の
人
心
不
穏
な
の
で
更
に
阿
蘇
先
づ
長
崎
か
ら
温
泉
岳
に
登
り
、
天
草
島
を
訪
ひ
、
薩
摩
に
行
き
.
霧
島
山
を
越
え
て
九
州
束
岸
に
出
る
計
者
は
放
棄
し
た
。
倫
二
三
の
炭
坑
を
見
、
有
国
の
陶
土
を
調
べ
長
崎
に
締
り
、
更
に
束
京
に
出
で
一
入
七
一
年
五
月
ま
で
日
本
に
留
ま
っ
た
。
今
度
の
旅
行
で
は
先
生
は
大
分
上
機
嫌
で
、
日
記
に
、
「
日
本
は
風
景
が
多
種
多
様
で
、
山
の
形
が
色
々
で
、
急
流
山
地
り
、
谷
深
く
‘
植
物
議
穆
ご
し
て
美
花
咲
き
匂
ひ
、
住
民
は
諮
達
、
話
智
で
、
旅
行
者
に
は
賀
に
除
快
だ
、
海
岸
に
は
港
湾
多
く
、
海
に
は
白
一
向
が
多
い
か
ら
、
数
日
で
好
景
地
に
行
く
こ
之
が
出
水
ゆ
る
。
快
活
な
図
民
が
美
し
い
自
然
に
お
し
て
抱
く
同
情
的
情
操
や
、
外
人
に
讃
す
る
態
度
な
ー
と
も
、
忘
る
ks
能
は
ぎ
る
印
象
で
あ
る
」
ご
。
-L-
J、
淑
江
、
安
徽
一
入
七
一
年
六
月
十
二
日
上
海
を
出
後
し
た
。
寧
波
で
準
備
を
整
へ
、
之
リ
じ
ト
ホ
l
ブ
エ
シ
先
生
一
四
三
商
業
さ
経
泊
一
四
四
か
ら
西
南
西
よ
り
東
北
来
に
走
る
山
脈
な
横
断
し
て
其
の
椛
迭
を
究
め
た
。
蛍
時
日
中
は
日
蔭
で
続
氏
四
十
二
度
、
日
蛍
で
は
五
十
九
皮
の
若
き
で
あ
る
。
之
か
ら
淑
江
省
来
防
総
に
出
で
ナ
y
河
(ωopm)
及
び
銭
猪
江
を
下
り
て
桐
虚
燃
に
出
で
、
一
史
に
安
徽
省
に
出
た
け
が
、
若
気
持
一
し
く
、
苦
力
が
疲
労
す
る
の
で
日
程
な
縮
め
楽
湖
で
揚
子
江
に
出
て
汽
織
で
銭
江
に
至
り
、
銭
江
、
南
京
間
の
丘
陵
を
碗
究
し
た
。
七
直
隷
、
家
古
、
山
西
.
限
西
、
四
川
‘
湖
北
リ
一
入
七
一
年
十
月
廿
五
日
北
京
に
至
h
.先
づ
北
京
の
西
北
の
石
炭
を
合
む
石
灰
岩
を
探
究
し
た
.
比
の
地
方
は
会
く
亭
界
未
知
の
地
で
ゐ
っ
た
が
、
地
居
の
断
面
が
明
か
で
あ
る
匁
調
査
上
大
に
便
宜
を
得
た
。
之
か
ら
北
方
宣
化
府
な
経
て
家
古
の
市
総
を
調
ぺ
た
。
比
の
地
方
は
前
に
バ
ム
ペ
7
1
氏
の
調
交
し
た
所
で
む
る
。
先
生
の
家
古
旅
行
は
匝
域
は
狭
い
が
先
生
が
一
年
竿
前
に
黄
土
の
成
因
に
つ
い
て
快
い
た
仮
設
を
此
旅
行
に
由
て
確
定
し
、
つ
ま
り
黄
土
は
沙
漠
地
方
か
ら
永
年
に
亙
て
風
に
資
ら
さ
れ
た
砂
塵
が
、
内
陸
流
域
地
方
の
低
窪
地
な
充
填
し
た
も
の
ロ
さ
一
式
ふ
の
で
あ
る
。
J] 
廿
日
大
同
府
に
達
し
、
朔
風
を
冒
し
て
海
抜
一
高
択
の
五
霊
山
に
登
り
恐
る
べ
き
酷
寒
に
苦
し
め
ら
れ
、
太
原
府
か
ら
扮
水
を
下
り
、
南
部
山
西
の
臨
地
を
訪
ひ
、
瀧
闘
で
茨
河
を
渡
り
、
以
西
省
西
安
府
に
出
た
。
之
か
ら
廿
治
省
に
行
か
う
ご
し
た
が
、
回
数
徒
の
乱
が
未
だ
卒
定
し
な
い
の
で
路
を
轄
じ
て
四
川
に
向
っ
た
。
之
は
昔
し
マ
Y
コ
・
ポ
l
ロ
の
記
し
た
も
の
で
西
安
か
ら
西
南
に
向
て
成
都
に
出
る
'
も
の
で
印
ち
有
名
な
局
の
桟
道
で
あ
る
。
諸
葛
孔
明
が
展
丘
〈
を
出
し
て
司
馬
仲
迭
を
脅
か
し
た
路
、
有
名
な
五
丈
原
は
西
安
か
ら
行
く
道
が
絡
に
秦
嶺
に
か
〉
ら
う
ご
一
玄
ふ
印
ち
山
脈
の
北
館
に
あ
る
。
も
此
の
路
で
あ
る
。
道
は
黄
土
の
中
を
通
じ
、
秦
嶺
山
脈
を
越
え
て
漠
中
じ
至
る
、
先
生
は
此
心
地
で
秦
嶺
の
椛
治
ぞ
調
査
し
、
多
く
の
化
石
を
得
て
地
府
の
時
代
別
を
明
か
に
す
る
こ
之
が
唐
の
玄
宗
が
安
旅
山
の
m
帥
を
避
け
た
の
出
来
た
。
限
切
の
成
都
に
出
て
か
ら
寧
法
府
営
経
て
雲
市
か
ら
緬
句
の
挽
に
出
で
、
康
西
省
を
経
て
炭
来
に
至
る
柏
崎
定
で
あ
っ
た
が
、
一
入
七
二
年
三
月
十
一
日
成
都
を
出
費
し
て
雅
州
府
ま
で
行
た
が
、
忽
ち
天
容
な
摩
す
る
高
山
に
合
し
‘
其
の
探
究
は
興
味
あ
る
こ
さ
で
は
あ
る
が
危
険
が
多
く
、
且
つ
前
述
の
道
は
日
数
を
要
し
、
之
に
は
時
期
巳
に
後
れ
、
雲
市
の
不
健
康
な
る
雨
期
に
合
す
る
恐
れ
あ
b
、
旅
費
も
少
く
な
っ
た
の
で
叙
州
府
に
出
で
、
揚
子
江
を
下
っ
て
五
月
上
海
に
師
っ
た
。
一
入
七
二
年
十
月
二
十
二
日
久
し
く
根
挨
ご
し
た
上
海
を
出
後
し
、
十
二
月
に
十
二
年
振
b
で
放
図
の
人
ざ
な
っ
た
。
先
生
の
版
図
は
、
先
生
の
生
泥
に
於
り
る
第
三
の
重
要
な
時
期
を
却
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
後
三
十
三
年
間
.
従
来
の
経
験
さ
税
容
ご
に
由
っ
て
得
た
る
些
リ
じ
ト
ホ
1
フ
エ
シ
先
生
一一四五
商
業
言
経
済
品
滑
川
・
4
喝、
-
骨
U
ト
J
ノ
戸
口
同
な
識
見
ご
技
能
ご
を
以
て
全
力
を
湿
し
て
科
率
的
地
理
事
の
建
設
さ
後
進
の
誘
披
ご
に
傾
倒
し
た
の
は
比
の
時
期
で
あ
る
。
一
八
七
三
年
、
師
図
後
数
週
で
、
バ
ス
タ
チ
ア
ジ
氏
の
後
を
襲
安
¥
伯
林
地
m
A
T
協
合
(
の
οω
色
ω
岳
山
岸
町
出
H・
何
E'rcHH(凶
O
N
己
出
。
己
目
ロ
)
の
合
長
に
恐
げ
ら
れ
た
。
其
後
一
入
七
九
1
1
l
入
六
年
仁
先
生
が
、
.
ポ
y
J
プ
イ
プ
チ
内
/
ヒ
に
大
事
教
授
で
あ
っ
た
時
を
除
き
、
遠
活
ま
で
前
後
十
六
年
間
合
長
の
械
を
執
っ
た
。
先
生
の
事
務
的
材
幹
は
忽
ち
合
長
臓
の
上
に
現
は
れ
た
.
印
ち
先
づ
従
来
合
安
の
滞
納
多
〈
、
入
合
保
件
が
六
ケ
し
さ
結
局
め
合
員
数
も
増
加
し
な
か
っ
た
の
で
、
其
の
伐
件
を
撤
皮
し
て
合
員
を
増
加
さ
せ
、
兎
角
後
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
雑
誌
(
N
o一
宮
忌
丘
町
S
r・開
E
E
E
O
)
を
期
日
に
出
じ
、
別
に
ぐ
2
E
E
Zロ
m
g
な
出
す
唱
』
ご
〉
し
.
こ
れ
に
は
向
学
界
の
新
記
事
を
掲
放
し
、
Y
ム
ス
ト
ラ
1
セ
に
立
汲
な
邸
を
只
っ
て
之
を
協
合
の
本
部
芯
し
、
其
の
図
書
館
を
改
良
し
、
又
協
合
の
事
業
ざ
し
て
科
亭
的
の
仕
事
を
始
め
た
J
若
ー
ャ
い
一
八
九
九
年
に
は
ク
ィ
ノv
〆、
の
は
回
日
正
一
o子
の
の
"
の
ο
o
m
g
H
)
E
S
の
出
版
、
亜
米
利
加
後
見
四
百
年
紀
念
放
出
版
、
静
岡
時
僅
に
プ
ス
ラ
ク
に
あ
っ
た
メ
Y
カ
ト
Y
(
第
十
七
世
紀
の
濁
逸
製
岡
家
)
の
原
岡
出
版
、
グ
リ
ー
ン
一
プ
Y v 
ド
探
・
検
隊
涙
遣
等
で
あ
る
。
大
出
学
教
授
芯
し
て
先
生
の
生
活
は
一
入
七
九
年
に
始
ま
っ
た
。
之
よ
h
先
巳
に
一
入
七
五
年
に
己
に
ポ
シ
に
招
m刊
さ
れ
た
が
未
だ
職
務
に
着
か
な
か
っ
た
。
大
著
支
那
の
第
一
容
成
り
、
次
で
伯
林
大
卒
教
授
カ
l
y
-
Y
ヒ
ト
ホ
1
プ
ェ
親
戚
で
あ
ら
う
)
の
令
嬢
イ
Y
ム
グ
y
r・7
す
y
・7
ヒ
ト
ホ
1
ア
ェ
然
る
に
一
八
七
七
年
ン
男
傍
(
先
生
の
y
嬢
ご
結
婚
し
て
、
比
に
温
か
き
家
庭
の
人
ざ
な
っ
た
の
で
、
其
年
ポ
シ
に
赴
任
し
た
。
「
先
生
の
偉
大
な
る
人
格
ご
該
博
な
る
識
見
に
接
せ
ん
が
忽
に
内
外
各
地
か
ら
集
ま
る
亭
生
を
家
庭
に
吹
容
し
て
、
只
に
皐
識
の
み
な
ら
子
、
思
想
人
格
の
成
化
を
も
得
し
な
る
に
は
‘
夫
人
の
温
か
き
へ
Y
ヅ
を
必
要
さ
し
た
で
あ
ら
う
」
。
(
ド
y
が
Y
ス
キ
l
氏
追
悼
演
説
の
一
節
)
。
元
来
猫
逸
の
大
卒
で
地
理
苧
講
座
を
置
い
た
の
は
冗
較
的
新
し
い
こ
さ
で
大
抵
の
大
卒
で
帝
図
成
立
後
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
最
初
に
ラ
イ
プ
チ
グ
ヒ
で
ぺ
ジ
工己
ノLノ
(
司
。
ωの
r
o】
)
を
次
に
ド
レ
ス
デ
シ
で
Y
l
グ
久
(HWCmg)
な
、
ミ
ュ
ジ
ヒ
ェ
シ
で
は
グ
1
-
プ
ス
(
の
己
r
g
)
を、川
ノv
レ〆
で
キ
Y
ヒ
ホ
プ
(内一円。
r
r
o
R
)
を
聴
し
、
伯
林
大
島
?
で
は
キ
1
ぺ
ノv
ト
(
出
。
一
ロ
ユ
の
『
同一
4
0
2
)
を
。
丘
r
H
P
己
主
(
授
業
携
蛍
)
ご
し
、
グ
チ
ン
グ
ン
で
は
ヲ
ポ
イ
ク
ス
(45沼
山
口
口
ω)
を
講
読
授
業
賜
託
d-」
『
し
3
7
V
ス
ラ
ク
で
は
カ
I
Y
・
ノ
イ
マ
y
(
内
ω
ユ一
Z
2
5
2
p
)
ケ
一
ヒ
ザ
ハ
ぺ
Y
ヒ
で
は
ア
グ
ネ
Y
(
出
2
5
m
wロロ」〈〈
mwmロO
円
)
而
し
て
y
ヒ
ト
ホ
1
7
ェ
ン
が
ポ
y
に
招
聴
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
o
各
大
卒
で
地
理
苧
議
座
を
置
い
て
か
ら
噺
挙
が
後
展
し
た
。
先
生
の
大
卒
に
於
け
る
講
義
明
リ
』
U
下
ホ
1
フ
エ
シ
先
生
一
四
七
商
業
主
経
済
一
四
八
は
、
大
陸
の
比
税
概
論
(
〈
2.m-o一。
r
o
E
o
dのZ
E
o
r
ニ
R
内
ocZDOロ
庁
)
ざ
一
式
ふ
題
目
で
あ
っ
た
。
h
吋
p
t
l
 
開
E
E
E
o
)
な
dE
も
講
義
し
た
u
他
に
「
居
住
及
び
交
活
地
理
息
子
」
(ω
円。(口
E
q
-
-
c
E
〈
R
E
F
ω
m
g
m
g
M
L
H
F
)
地
理
事
史
(
の
OREo-HHO
庁円
一
入
入
三
年
ラ
イ
ブ
チ
ヒ
大
亭
に
特
任
し
、
一
入
入
六
年
伯
林
大
卒
に
特
じ
た
Q
伯
林
大
卒
に
入
っ
て
か
ら
、
一
入
入
七
年
「
地
理
的
学
研
究
所
」
を
附
設
し
、
又
討
究
所
(
の
。
ロ
oρ
ロ
2
5
)
を
設
立
し
て
m
学
生
を
指
導
し
、
一
九
O
一
年
来
伯
林
大
祭
に
海
洋
向
学
研
究
所
を
創
設
し
た
0
3
5岳
5
2円
PAOO吋
g
E
E
o
)
。
ゴ
一
部
か
ら
成
b
立
っ
て
居
る
。
此
の
研
究
所
は
、
博
物
館
、
研
究
室
、
探
究
郊
の
H
疋
が
先
生
晩
年
の
大
事
業
で
あ
る
。
更
に
晩
年
の
大
栄
は
南
極
探
検
隊
波
遣
で
あ
る
。
之
は
主
ご
し
ノ
イ
マ
イ
エ
Y
(
Z
2
日
々
の
「
)
の
唱
導
に
由
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
生
の
勢
力
に
由
っ
て
、
皇
帝
及
濁
逸
政
府
を
動
か
し
た
匁
に
賀
行
に
至
っ
た
南
極
探
検
に
就
て
先
生
が
査
カ
し
た
に
次
で
、
例
の
皇
弟
ρ
支
那
遠
征
も
先
生
の
会
部
に
由
っ
た
庭
が
多
い
。
の
で
あ
る
。
イ
y
y
ヒ
親
王
の
晩
年
、
海
外
旅
行
に
由
っ
て
得
た
些
官
な
識
見
に
由
っ
て
帝
図
殖
民
合
議
々
員
に
挙
げ
ら
れ
た
。
一
入
九
九
年
先
生
は
翰
林
院
卒
士
に
翠
げ
ら
れ
た
。
(内
oEm]円の
}HO
〉一内山門目。呂町({の円ゲぐ日
ω
のロ
ωorm50D)
。
有
名
な
「
来
亜
地
質
構
造
論
」
(のめ
O目
。
H.℃
r
o
F阿
佐
の
ro
∞門戸】門出。ロロロ
ω
。ω片山ω
円。ロ)
さ
一
式
ふ
論
文
は
、
先
生
の
翰
林
院
卒
士
就
任
議
決
で
あ
る
。
先
生
の
晩
年
を
飾
る
栄
冠
は
一
入
九
九
年
伯
林
地
皐
協
合
主
催
の
高
園
地
理
亭
者
大
合
が
伯
林
に
翠
げ
ら
れ
た
さ
き
.
其
の
合
長
に
推
さ
れ
て
十
二
分
の
成
功
守
政
め
た
こ
先
生
天
質
強
健
‘
老
い
て
盆
孜
々
ご
し
て
研
究
を
続
け
ら
れ
た
が
、
一
九
O
五
年
さ
に
あ
る
。
十
日
四
月
突
然
二
竪
に
襲
は
る
、
笠
日
は
巳
に
人
事
不
省
.
六
日
遂
に
泣
〈
。
享
年
七
十
一
二
、
十
月
二
十
九
日
、
伯
林
の
ジ
シ
グ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
、
で
地
挙
協
舎
主
催
の
追
悼
式
を
行
ふ
。
皇
帝
の
勅
使
、
大
宰
相
代
理
、
朝
野
の
名
士
.
外
闘
の
大
使
、
公
使
、
外
図
地
亭
協
合
代
表
者
等
会
列
す
る
者
奇
維
忠
一
の
如
く
、
各
閣
の
名
士
、
全
世
界
地
程
的
中
協
合
の
吊
電
雨
の
如
し
。
地
内
学
協
合
長
代
理
へ
Y
マ
シ
の
弔
併
、
ド
y
J刀
戸
ユ
キ
1
の
迫
悼
演
説
は
特
に
合
血
却
を
戚
勤
せ
し
め
た
。
先
生
の
徐
元
大
な
り
ご
一
式
ふ
べ
き
で
あ
る
。
二
、
地
理
苧
者
ざ
し
て
の
先
生
の
地
位
(
一
)
研
究
放
行
家
ご
し
て
の
先
生
先
生
は
近
世
に
於
け
る
最
大
の
研
究
掠
行
家
で
あ
此
昨
却
は
立
(
の
私
淑
せ
る
ア
V
キ
サ
ン
グ
1
・7
す
y
・
プ
ム
ポ
Y
ト
に
類
し
て
居
る
。
る。
雨
者
は
共
に
研
究
旅
行
及
び
夫
に
由
っ
て
得
た
経
験
を
後
日
の
科
率
的
活
動
の
基
礎
ざ
し
た
2.印
ち
其
の
科
卒
的
事
業
は
凡
て
研
究
放
行
の
上
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
芯
に
於
て
一
致
し
て
居
る
。
又
一
附
者
共
に
旅
行
の
目
的
は
自
然
界
各
般
の
現
象
な
研
究
し
.
之
を
結
人
口
し
、
英
相
互
間
の
統
合
的
関
係
を
明
か
に
し
、
各
地
方
の
「
地
理
的
特
色
」
(
の
め
o
m
g
z
f
r
の
E
I
リ
ト
u
ト
ホ
1
フ
ヱ
シ
先
生
一
四
九
商
業
さ
経
済
一五
O
g
E
2
回一
5
2
)
を
完
成
す
る
に
あ
っ
た
。
ブ
ム
ポ
Y
ト
は
一
七
九
九
年
六
月
五
日
西
班
牙
の
戸プ・コ
Y
ニ
ア
か
ら
.
英
の
地
理
的
研
究
の
然
、
亜
米
利
加
に
向
っ
て
出
後
す
る
時
、
「
種
々
な
る
力
の
相
互
の
働
、
無
生
物
が
動
植
物
に
及
ぼ
す
働
、
之
等
の
調
和
如
何
に
就
て
我
々
は
常
じ
注
怠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
三
一
去
っ
た
が
、
先
生
も
此
主
義
で
、
地
球
上
諸
現
象
相
互
間
の
関
係
、
印
地
質
気
候
、
生
物
ご
人
事
上
の
現
象
ご
を
結
合
す
る
こ
さ
を
地
理
亭
の
任
務
ご
し
、
放
行
じ
際
然
し
雨
入
の
問
に
は
大
な
る
差
異
が
あ
る
。
し
で
も
常
に
此
方
針
で
観
察
し
た
。
ア
ム
ポ
Y
ト
は
立
(
の
若
「
コ
ス
モ
久
」
に
現
は
れ
た
迅
hJ
、
世
界
主
義
な
基
礎
ご
し
、
研
究
の
範
囲
を
地
球
上
の
各
般
(
〉
-
Z
E
m
r
o
p
)
に
披
げ
た
。
そ
こ
で
勤
も
す
れ
ば
基
礎
務
弱
で
あ
る
。
究
の
範
囲
を
遂
に
狭
く
限
っ
た
。
先
生
じ
研
科
卒
完
成
に
は
徐
り
炭
汎
な
研
究
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
目
三£
は
時
代
も
後
で
あ
る
か
ら
阻
~ 
問
先が
生分
も イ七
時し
にて
勤.専
植門
物
を
研
究
し
.
天
文
を
観
察
し
た
が
其
の
族
行
の
異
の
目
的
は
、
山
脈
の
梼
怒
、
地
表
の
相
貌
を
科
率
的
に
調
査
し
て
居
住
及
び
交
逃
が
之
等
ご
如
何
じ
関
係
す
る
か
を
十
分
に
合
得
す
る
に
ゐ
っ
た
。
業
の
代
り
此
の
限
ら
れ
た
範
固
に
於
て
は
前
人
未
踏
の
範
囲
を
開
拓
し
た
。
前
人
未
知
の
地
に
就
き
、
科
亭
的
、
地
理
的
智
識
を
明
か
に
し
た
ω
建
設
者
ざ
し
て
プ
ム
ポ
Y
ト
も
先
生
も
共
に
重
要
な
役
目
を
演
じ
て
居
る
が
、
後
者
は
前
者
今
日
の
科
卒
的
地
理
亭
の
り
も
議
か
に
多
く
観
察
の
基
礎
に
立
っ
て
居
る
o
換
一
一
一
目
す
れ
ば
前
者
は
炭
く
後
者
は
徹
底
し
て
局
、
る
。
印
ち
ア
ム
ポ
Y
ト
は
理
想
に
生
き
、
先
生
は
事
買
じ
立
脚
し
て
居
る
。
ド
ク
ガ
Y
『
ハ
キ
ー
は
先
生
の
追
悼
演
説
じ
雨
者
を
比
較
し
て
出口
B
σ
0
5け
}
】
丘
め
一
戸
件
。
-Ng
。
σ山口色。
Emo位。一日♂同一の
F
F
o
p
p
g
Z
ω
P
E
w
-
-
ご
一
広
ハ
J
て
居
る
の
は
至
言
さ
一
式
ふ
べ
き
で
あ
る
o
カヨ
て
先
生
は
新
研
究
訟
を
以
て
地
理
的
学
界
に
一
一
似
を
建
て
た
。
従
来
研
究
放
行
者
三
一
式
へ
ば
、
多
く
は
動
物
卒
者
、
植
物
等
者
又
は
地
質
的
学
者
で
、
地
理
亭
者
は
盟
・
に
後
見
旅
行
者
た
る
に
沿
ぎ
な
か
っ
た
。
従
来
の
地
理
研
究
族
行
者
は
単
に
地
形
考
察
T
目
的
ご
し
て
居
た
が
、
先
生
に
至
っ
て
叫
完
成
表
現
夫
自
身
の
研
究
、
印
地
殻
の
構
造
形
陸
等
の
研
究
が
族
行
者
任
務
さ
な
っ
た
。
是
迄
室
内
に
止
ま
っ
た
地
理
亭
の
研
究
が
野
外
で
行
は
=
れ
る
僚
に
な
っ
た
。
gp 
ち
先
生
は
地
理
研
究
旅
行
の
第
一
人
者
さ
一
五
ふ
べ
き
で
、
有
も
地
理
亭
に
士
山
あ
る
者
は
、
守
ふ
て
/
未
知
の
地
に
旅
行
し
、
自
ら
観
察
し
、
経
験
す
る
の
風
潮
を
生
じ
た
。
最
近
数
十
年
各
地
方
の
地
理
に
閲
す
る
科
率
的
智
識
の
進
歩
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
之
は
勿
論
交
通
の
後
遥
も
あ
る
が
、
先
生
の
忠
告
、
指
導
に
負
ふ
所
が
少
く
な
い
。
向
先
生
は
ノ
イ
マ
イ
ヤ
l
科
卒
的
研
究
旅
行
指
針
」
(
〉
巳
巳
宮
口
m
g
三
訟
の
ロ
∞
の
g
E
r
r
o口
出
g
gの
r
g
H
H
m
g
g「
HNO円
ωg)
の
地
質
の
部
を
相
静
岡
執
筆
し
、
又
自
ら
「
研
究
族
行
者
手
引
」
(
町
5
5三
守
町
0
2
の
rgmROUBPHH)
を
著
し
て
研
先
旅
行
可
干
ボ
1
フ
ヱ
ン
先
生
一五
商
業
さ
経
抑
制
五
を
奨
服
し
た
。
若
し
夫
れ
先
生
が
科
率
的
地
理
等
を
如
何
に
解
し
た
か
は
、
「
支
那
」
、
「
研
先
旅
行
者
手
引
」
の
外
〉
え
m
ω
σ
g
ロ己
民向。一
-vo(
目。ロ
門
凶
O
「
roc同一
moロ
のめ
om円
hH
ur
吋∞
ω
吋
民
一
)
]
内
1
5
0
5
H仏
H
t
n
Z
5
m
g
号
白
色
g
z
o
(
N
O門官。
E
P
宗
門
何
丘
一
g
c
F
H
U
O
U
)
等
仁
明
か
で
あ
る
。
是
腔
一
す
は
先
生
の
地
理
的
学
研
究
法
を
説
い
た
も
の
ご
し
て
特
に
重
要
で
あ
る
。
.-、
一
、--
地
形
卒
者
ご
し
て
の
先
生
先
生
の
地
理
率
界
に
濁
す
る
支
献
の
最
大
な
る
も
の
は
地
形
問
中
の
研
究
で
ゐ
る
o
先
生
の
地
形
院
予
に
於
け
る
治
詣
は
、
「
支
那
」
、
「
研
究
旅
行
若
手
引
」
ノ
イ
マ
ソ
ペ
ヤ
1
編
輯
の
「
指
針
ヒ
来
琵
.
地
質
秘
造
論
し
等
に
由
っ
て
窺
は
れ
る
。
先
生
の
研
究
は
単
に
陸
地
表
面
の
形
脱
に
止
ま
ら
や
J
内
部
の
格
遣
に
及
び
、
亜
細
亜
の
山
脈
の
格
迩
を
明
か
に
し
、
同
形
論
、
異
形
論
(
出
O
B
O
O
B
2ち
2
u
E
O門
OBSo--匂
to円
)
の
設
を
後
表
し
た
υ
然
し
地
質
構
造
論
に
於
て
は
先
生
は
業
の
合
敬
せ
る
友
人
ジ
一
容
を
総
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
(
何
己
S
E
mロ
g
ω
u
u
z
E丘
町
討
号
「
開
E
0・
は
地
質
構
造
論
の
権
威
で
、
本
校
に
も
減
し
て
居
る
)
0
而
し
「
支
那
」
第
一
容
の
、
支
那
さ
ユ
ー
ス
氏
に
h
F
国
別
口
門
目
。
中
央
亜
細
亜
さ
一
式
ふ
項
に
於
て
、
中
央
亜
細
亜
を
定
義
し
て
「
大
陸
の
流
出
口
な
さ
内
部
」
(
含
ω
各
国
ロ
色
。
ω
o
F
5
5
三
2
閃
g
p
g
R
)
さ
し
、
他
を
「
総
設
地
域
」
(
可
。
ュ
Z
0
1
0
)
ご
し
て
区
別
し
た
の
は
、
始
め
て
中
央
亜
細
亜
に
謝
す
る
明
瞭
な
観
念
を
典
へ
た
も
の
で
早
界
の
一
迩
歩
で
あ
る
o
地
形
愛
化
の
研
究
じ
就
い
M
て
は
先
生
は
先
歪
で
あ
る
o
英
国
の
地
質
卒
者
は
川
y
ン
(出
2
0
ロ
)
以
後
.
プ
レ
I
ブ
ェ
1
ア
(
巴
ミ
E
C
-プ
イ
エ
Y
(
ど
色
)
等
皆
地
球
表
面
の
謎
勤
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
注
意
を
傾
け
た
が
、
其
の
論
子
る
所
は
主
ご
し
て
英
図
現
在
の
地
形
の
説
明
に
止
ま
っ
た
の
で
偏
頗
な
こ
さ
含
免
れ
な
い
っ
狛
迩
で
は
此
問
題
は
殆
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
一
入
六
九
年
ソ
ュ
ー
チ
マ
イ
ヤ
ー
が
、
「
ア
Y
プ
久
の
湖
及
び
谷
の
研
究
」
(HWEsqS
〉
q
E
g
吋
己
1
1
5仏
m
o
o
ω
Z
2
0
H
H
仏
2
〉
ロ
丘
050HH)
を
出
し
、
べ
ジ
ェ
Y
が
「
比
較
地
理
皐
の
新
問
題
(OM引の
2
・
HMOωοrof
岩
0
2
0
H
J
o
E
O
B
O
門目。『〈
q
m
-
o
目。
r
g
号
開
三
E
E
3
H
∞
ミ
)
を
出
し
た
。
而
し
前
者
は
孤
立
し
、
後
者
は
比
技
研
究
で
従
来
明
か
に
な
っ
た
も
の
を
総
括
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
た
新
研
究
に
入
っ
て
居
な
い
。
先
生
は
地
形
を
諭
子
る
に
自
己
の
観
察
経
験
で
巧
妙
な
解
蒋
?
施
し
、
由
っ
て
地
形
の
蹴
念
及
び
其
の
成
因
を
説
明
し
た
。
若
し
い
の
は
南
支
那
の
の
成
因
を
波
浪
の
作
用
に
蹄
し
た
こ
三
で
あ
る
。
ト
ミ
こ
n
S
F
L
fノ
r
i
m加
J
h
一
低
山
性
山
地
(
河
口
B
匂
好
。
立
円
m.0)
先
生
は
臼
く
、
湖
汐
の
干
満
に
よ
り
、
波
が
絶
壁
を
な
せ
る
岩
の
海
岸
に
蛍
る
さ
き
は
、
之
を
階
段
肢
に
銭
や
J
・
る
、
其
後
陸
地
下
降
し
て
海
底
に
設
す
れ
ば
、
陸
地
は
完
全
に
磨
蝕
さ
れ
て
其
の
地
方
の
迩
鈴
波
山
脈
(
内
2
2
m
d
E点
。
)
は
鐙
じ
て
単
調
な
低
山
性
山
地
ご
な
る
。
印
南
支
那
の
山
地
は
が
倣
(
冨
包
唱
。
〉
σ3ω
一oロ
)
で
成
生
し
た
も
の
だ
さ
。
然
し
其
の
後
の
研
究
で
は
か
、
る
低
山
性
山
可，
b
ト
ホ
ト
フ
ヱ
シ
先
生
一
五
三
商
業
主
経
沼
地
の
成
問
は
主
ざ
し
て
浸
蝕
作
用
に
蹄
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
こ
ご
が
明
に
な
り
、
先
生
も
共
一
五
回
の
設
が
一
般
に
は
活
用
し
が
た
い
こ
さ
を
是
認
さ
れ
た
様
で
あ
る
。
特
に
南
支
那
で
は
断
居
な
ぎ
の
作
用
も
大
に
加
は
っ
て
居
る
様
で
あ
る
。
然
し
先
生
の
提
唱
し
た
地
形
皐
上
の
概
念
ご
し
て
H
W
C
B
H
)日
woσ
一
『
問
。
(
浸
蝕
で
頂
上
卒
担
に
な
っ
た
低
い
山
地
)
河
口
自
主
出
仰
の
げ
の
(
古
い
時
代
か
ら
詔
曲
作
用
を
受
け
な
い
u
で
地
殻
の
援
乱
が
起
ら
な
い
匁
に
古
代
か
ら
現
代
ま
で
平
均
な
露
西
亜
の
如
き
底
)
出
O
の
}
昌
三
百
(
高
原
)
江
ざ
の
語
は
一
般
に
用
ひ
ら
れ
、
又
長
〈
漣
亙
し
た
山
脈
さ
孤
立
し
た
山
地
さ
を
同ハのけ円
2
1
5仏
(ufr]向
。
立
門
的
。
さ
濁
し
て
使
ふ
様
じ
な
っ
た
。
17IJ 
J¥ 
ば
赤
石
山
服
、
四
園
山
脈
な
ピ
は
前
者
で
、
中
園
山
脈
な
ざ
は
後
者
三
な
る
類
で
あ
る
。
又
y
ア
丸
形
の
入
江
(
E
Z
)
ご
之
ど
屡
混
同
さ
れ
る
峡
溌
(30丘
)
ご
み
ダ
区
別
し
て
、
後
者
は
必
子
氷
河
作
用
仁
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
ぜ
を
明
か
に
し
た
、
之
は
濁
逃
に
峡
協
同
多
く
、
之
を
南
支
那
じ
多
い
η
ノ
ア
ス
さ
比
較
研
究
し
て
明
に
し
た
の
で
あ
る
(
長
崎
港
は
勿
論
標
・
式
的
の
η
ノ
ア
ス
で
あ
る
)
。
先
生
の
苧
界
に
封
す
る
最
大
の
支
献
は
気
候
が
地
形
の
成
因
に
大
関
係
あ
る
こ
ご
を
指
摘
し
た
こ
さ
で
あ
る
。
蛍
時
ま
で
は
、
地
形
の
相
議
を
以
て
皐
じ
山
脈
の
枯
迩
、
岩
石
の
性
質
じ
よ
る
も
の
芯
し
、
地
形
に
愛
勤
を
及
ぼ
す
倍
カ
其
者
の
相
違
は
考
へ
な
か
っ
た
。
支
し
蛍
時
は
氷
河
地
形
の
研
究
な
ぜ
が
未
r
起
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
o
先
生
は
地
形
詩
碑
勤
の
一
根
本
原
因
は
気
候
が
乾
燥
な
り
や
、
潟
潤
な
b
や
、
郎
も
海
洋
へ
の
出
口
(
制
の
流
出
口
)
ゐ
hJ
や
否
ゃ
に
あ
り
さ
し
‘
無
流
出
口
地
に
て
は
堆
殺
に
由
っ
て
高
原
が
出
来
る
、
西
戚
や
波
新
の
如
き
そ
れ
で
あ
る
、
恭
授
の
盛
な
ご
こ
ろ
で
は
盟
分
が
沈
積
す
る
こ
さ
、
特
に
「
黄
土
地
貌
」
の
成
図
は
全
然
風
の
作
用
に
由
る
も
の
で
、
元
は
其
の
地
方
が
草
野
3
5喝
の
お
の
E
O
R
)
で
内
陸
流
域
地
?
な
し
て
居
た
が
、
其
後
気
候
が
愛
b
‘
又
は
水
流
の
関
係
が
滋
じ
、
川
が
黄
土
の
中
宇
佐
流
れ
て
深
谷
ぞ
穿
も
、
黄
土
其
者
は
谷
の
雨
側
面
に
残
存
す
る
こ
さ
〉
な
っ
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
今
日
黄
土
佐
見
る
北
支
那
な
吉
は
其
の
沈
積
し
た
時
代
は
ス
-
ア
内
/
ベ
ン
の
気
候
(
ス
ア
内
/
-J¥ 
シ
ど
は
沙
漠
附
廷
で
雨
量
少
〈
、
食
し
い
草
の
疎
生
し
た
平
地
)
が
支
配
し
て
居
た
著
し
い
M
詮
跡
が
あ
る
さ
一
式
ふ
の
で
あ
る
。
黄
土
成
因
に
関
す
る
先
生
の
卓
見
は
「
支
那
」
第
一
怒
に
詳
か
で
あ
る
が
、
今
や
此
設
は
何
人
も
疑
ふ
者
な
〈
、
北
支
那
の
慶
大
な
る
地
域
の
地
貌
は
之
に
由
っ
て
説
明
さ
れ
、
又
、
清
水
の
平
野
が
何
故
に
「
支
那
の
中
原
」
ご
し
て
、
支
那
文
明
の
揺
笠
ご
な
っ
た
か
は
、
先
生
の
黄
土
設
に
由
っ
て
明
に
な
っ
た
誇
で
ゐ
る
。
先
生
の
地
質
椛
造
論
に
就
て
は
前
に
も
一
一
一
一
目
し
た
が
、
英
の
昆
荷
山
系
を
以
て
亜
細
亜
の
脊
梁
骨
三
し
、
バ
ミ
l
y
か
ら
後
し
て
秦
u領
さ
な
b
、
伏
牛
山
を
起
し
、
准
山
ざ
な
り
、
海
を
波
つ
官
官
h
u
ト
ホ
1
プ
ヱ
シ
先
生
一
五
五
商
業
主
経
沼
一
五
六
て
南
日
本
の
山
脈
ご
な
る
さ
一
玄
ふ
設
の
如
き
.
市
支
那
地
形
の
成
因
説
の
如
き
、
日
本
の
地
質
格
治
論
の
如
き
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
議
す
ぺ
き
所
が
少
く
な
い
、
然
し
大
局
か
ら
見
て
.
東
亜
地
垣
設
(
。
ωσ
己
注
目
r
o
m
c
p
r
s
sの
如
き
倫
忠
一
em介
じ
燦
た
る
売
を
放
っ
て
居
る
o(地
庖
説
ご
は
、
東
亜
の
地
形
を
見
る
さ
、
土
地
が
中
央
亜
細
亜
か
ら
山
m
i
l
l
m
g
F
-
を
な
し
て
下
て
居
る
、
其
の
縁
t
l
l
I
F
E
が
高
く
な
っ
て
山
脈
さ
な
る
さ
一
式
ふ
の
で
、
例
へ
ば
家
古
高
原
の
級
が
興
安
嶺
、
次
に
満
洲
の
平
地
が
ゐ
り
、
次
に
長
白
山
脈
が
あ
弘
、
次
に
烏
蘇
里
江
、
一
旦
満
江
、
郎
総
江
の
谷
が
あ
り
、
次
が
沿
海
州
の
γ
ホ
タ
・
ア
η
ノ
シ
、
朝
鮮
成
鏡
滋
の
山
地
で
あ
っ
て
、
次
に
日
本
海
が
あ
り
、
英
の
紋
が
最
後
に
日
本
の
島
ご
な
っ
て
高
ま
る
さ
一
式
ふ
の
?
あ
る
)
リ
最
近
本
校
で
は
「
支
那
」
第
三
宅
第
五
忽
を
購
入
し
、
設
に
武
藤
教
授
は
同
書
第
二
在
、
第
二
怨
念
減
せ
ら
れ
、
又
皐
校
城
主
日
に
は
先
生
の
書
翰
集
が
あ
る
し
‘
余
も
「
居
住
及
交
通
地
理
mT」
を
求
め
、
他
の
先
生
の
著
書
も
泡
々
集
ま
ら
ん
ざ
し
つ
〉
あ
る
際
、
先
生
紹
介
す
る
或
は
徒
爾
な
ら
ぎ
る
か
を
思
ふ
次
第
で
あ
る
。
(
終
)
品
売
考
書
は
各
所
に
引
用
し
れ
れ
も
の
』
外
、
双
的
生
滑
り
こ
さ
は
、
一
九
O
五
年
十
月
、
伯
林
地
内
単
純
誌
所
政
、
口
々
悶
白
目
白
庄
の
諸
説
、
同
月
の
ラ
イ
プ
チ
b
u
夜
行
の
g
m
g旬
日
比
m
n
y
o
N
o
z
n
y
ユ
ロ
所
紙
、
へ
Y
ト
ナ
l
ハ
〉
一
町
内
仏
国
z
g
o
G
の
込
悼
文
に
依
る
所
が
多
い
。
